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市バス・地下鉄の経営ビジョン骨子案についての市民意見募集に寄せられた 

主な御意見と御意見に対する交通局の考え方について 

   経営ビジョン全般について ２２件 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【骨子に対する所見】 

・全体的に分かりやすくて良い。 

・交通局の取組がわかりやすくまとめら

れている。 

・様々な取組を展開されていることを知

り，好感を持った。 

・１０年間の取組が主要事項毎に具体的

に書かれ，よく練られた骨子だと思う。 

・経営ビジョンの骨子案はよく考えられ

ている。 

・課題解決のために多くの側面からのア

プローチが計画されており，達成され

れば非常に良い結果をもたらしてくれ

ると思う。 

・骨子案に記載されていた取組の方向内

容は理にかなったものである。 

 

市バス・地下鉄が，将来にわたり安定的

な運営を実現していくことができる経営

ビジョンとするとともに，経営状況や今

後の基本方針，具体的取組などについて，

皆様にわかりやすく御理解いただけるよ

うな経営ビジョンとなるよう策定を進め

てまいります。 

【経営ビジョンの策定】 

・市民の大事な足である市バス・地下鉄

を走らせ続けるため，しっかりとした

ビジョンを策定してほしい。 

・社会情勢や事業環境に応じた経営を進

めていくビジョンとしてほしい。 

・事業環境が厳しい中，市バスの安定経

営を実現する経営計画とするべきだ。 

・「歩くまち・京都」の推進に向け，市バ

ス・地下鉄を充実させる経営ビジョン

を策定してほしい。 

・市民とともに，利用促進と「歩くまち・

京都」の推進に取り組む，としている

点は非常に評価できる。 

・市バス･地下鉄が都市基盤の一つであ

る以上，一交通事業としてではなく，

都市経営という視点にたって課題解決

を考えるべきである。 

 

ひとと公共交通優先の「歩くまち・京都」

をリードする主要交通インフラとして，

将来にわたり市民生活と都市活動をしっ

かりと支えていくことができるよう，引

き続き検討を重ね，経営ビジョンの策定

を進めてまいります。 

別紙 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【経営ビジョン策定後の進捗管理】 

・計画期間の中間時点である５年後に，

社会情勢の変化や取組の進捗状況など

を踏まえ見直していく姿勢は，骨子案

をより効果的なものにするのに必要で

ある 

・経営ビジョンの達成状況をどのように

検証するのかもしっかり検討するべき

だ。 

 

骨子案にお示しした（Ｐ１）とおり，経

営ビジョンについては，計画期間の中間

時点である５年後に，見直しを行うこと

としております。社会情勢等の変化や取

組の進捗状況等をしっかりと検証し，見

直しを実施してまいります。 

【目標等の数値化】 

・運行にかかる遅延や事故件数，また，

地下鉄・市バスの乗車回数などの目標

を数値化して具体的に示しても良いの

ではないか。 

 

具体的な取組内容等についての検討を深

める中で，必要な数値目標についても設

定し，経営ビジョンの中でお示ししてま

いります。 

【お客様数の見通し】 

・お客様数の見通しについては，人口減

少をも踏まえた需要の将来推移をどの

ように考えているのかビジョンに記載

付加されても良いのではないか。 

 

お客様数の見通しについては，経営ビジ

ョンにおける大変重要な要素であり，人

口構造や観光客数の推移など，様々な観

点から検討し，経営ビジョンにおいて考

え方をお示ししてまいります。 

 

   安全運行の確保について（事業戦略１） 

  ① 安全輸送を支える環境整備に関すること  １５件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・地下鉄烏丸線の全駅に可動式ホーム柵

を設置するべきだ。 

・可動式ホーム柵の設置に関して，視覚

障害者の方が転落する事故が多いこと

から，厳しい財政状況の中で前向きに

検討することは非常にいいことであ

る。 

・烏丸線の可動式ホーム柵については，

厳しい財政事情を踏まえると，閑散駅

も含めて全駅に設置する必要はないの

ではないか。 

・ＪＲ高槻駅に設置されているようなロ

ープ式にするなど設置経費の節減に努

められてはどうか。 

烏丸線可動式ホーム柵の全駅設置につき

ましては，骨子案にお示しした（Ｐ１３）

とおり，課題はありますが，自動列車運

転装置を搭載した新型車両の導入など，

引き続き取組を推進してまいります。 
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② 安全管理体制の強化に関すること ７件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・交通局の事業運営にあたっては安全運

行の確保が大事である。 

・安全運行のための投資はしっかり行う

べきだ。 

・地下鉄の安全を維持する対策は大切で

はあるが，もっと利用客増加のための

方策にも投資するべきだ。 

・引き続き市バスの事故防止に取り組む

べきだ。 

・エコドライブによって急発進や急停車

しないことで，車内事故の減少も期待

できるのではないか。 

輸送の安全確保は交通事業者として最大

の責務であると認識しており，骨子案に

おいても最優先の事業戦略として位置付

けています（Ｐ１３）。 

お客様に安全・安心に御利用いただける

よう，事故や輸送障害のない市バス・地

下鉄を目指し，しっかりと取り組んでま

いります。 

     

③ 災害対策の強化に関すること ５件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・大阪北部地震の際，すぐに地下鉄が動

き，バスについては全く影響がないよ

うに思い，「京都市交通局はすごい

ぞ!!」と感激した。 

・災害の発生時にも地下鉄はほぼ平常ど

おり運行しており信頼できる。 

・災害対策は重要であるので取組の方向

性や目標をビジョンで掲げるべきであ

る。 

・事故や災害が発生した場合，現場での

利用者に対する状況説明等，混乱した

中での職員の対応力の向上が重要であ

る。 

・駅利用者が帰宅困難になった場合に地

域の避難場所等としての開放や備蓄防

災物品や非常食の提供等に関して協力

できる体制を検討してはどうか。 

災害時における輸送の安全を確保するこ

とは，交通事業者として大変重要な責務

であると認識しており，引き続き，有効

なハード整備や防災訓練の実施，また帰

宅困難者への対策など，関係機関とも連

携を図りながら，災害に強い市バス・地

下鉄を目指して取組を推進してまいりま

す。 
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   より質の高いサービスの提供について（事業戦略２） 

① お客様接遇の向上に関すること １７件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・市バス運転士や駅員の方はいつも丁寧

に教えて下さり感謝している。 

・市バス運転士の技術が向上しているこ

とは良いことだと思う。 

・駅員の方が毎日積極的に声掛けしてい

らっしゃるところを見かけ，地下鉄の

イメージがとても良くなった。 

・市バスの運転が荒いので丁寧な運転に

努めてほしい。 

・地下鉄の車掌は，案内放送をする駅と

しない駅とがあるが，全ての駅で案内

を行うべきである。 

・おもてなしなど職員の接遇力を向上さ

せることで，市バス・地下鉄のイメー

ジは向上できる。 

・目的地まで行ければそれなりの対応で

も構わないので，運転士の負担になる

ようであれば，接遇レベルの向上はそ

れほど重要ではない。 

安全運行の徹底や，親切・丁寧な接遇に

より，お客様に安全・安心・快適に御利

用いただけるよう，骨子案において事業

戦略２として「より質の高いサービスの

提供」について位置付けています（Ｐ 

１４）。引き続き，お客様目線に立ったサ

ービスの徹底に努め，心から御満足いた

だけるお客様接遇を実践してまいりま

す。 

 

② お客様ニーズを踏まえたサービスの向上に関すること ６件 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【職員研修の実施】 

・英語やおもてなしの心を学ぶ職員研修

はとても良いことだ。 

 

 

 

おもてなしの心を持ってお客様サービス

を提供できるよう，引き続き，基礎的な

英会話を学ぶ自主研修や，文化的教養や

知識を身につけるための研修を実施して

まいります。 

【交通サポートマネージャー】 

・「交通サポートマネージャー」の意味や

どのような活動をされるのか説明が必

要である。 

・「交通サポートマネージャー」につい

て，見た目で判断できるような目印で

あったり，他の係の人との違いがあれ

ばよりわかりやすいのではないか。 

 

交通サポートマネージャーの意味や役割

について，しっかりと発信するなど，高

齢者や障害のある方に，より安心して御

利用いただけるよう取組を推進してまい

ります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【学びの場の提供】 

・おもてなしコンシェルジュは，学生の

学びの場ときめ細かな案内の提供が共

に行える，とてもいい取組である。 

 

今後も，学生の活力をいかしながら，“お

もてなし”の心に溢れたお客様サービス

を提供してまいります。 

 

   市バスの利便性・快適性の向上について（事業戦略３） 

① 利便性の高い路線・ダイヤ編成に関すること ９７件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・増客や混雑対策のため，市バスをもっ

と増便するべきだ。 

・バス停を新設するべきだ。 

・運行経路を変更するべきだ。 

・運行時間を拡大するべきだ。 

・等間隔運行の拡大など運行ダイヤを調

整するべきだ。 

・混雑路線と閑散路線への運行本数の配

分を見直すべきだ。 

・地下鉄駅を発着する路線を主体にする

べきだ。 

バス運転士や整備士の不足など，事業を

支える人材の確保という課題があります

が，骨子案にもお示しした（Ｐ１５）と

おり， 引き続き，御利用状況を注視し，

市民の皆様や京都へお越しの方が，より

便利で快適に御利用いただけるよう利便

性の高い路線・ダイヤ編成に取り組んで

まいります。 

 

② 快適な御利用環境の整備に関すること ３４件 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【バス待ち環境の充実】 

・接近表示器の増設やバス停の移設，上

屋の設置などバス待ち環境の向上を図

るべきだ。 

・バス停での整列乗車を促すため，整列

ラインなどを設置するべきだ。 

・バス接近表示器の表示方法や精度を改

善するべきだ。 

・バス停に遅延に対する断りの文章を掲

載するべきだ。 

 

バス待ち環境の向上は，快適に市バスを

御利用いただくうえで重要な取組である

と考えています。骨子案にもお示しした

（Ｐ15）とおり，お客様がより快適にバ

スをお待ちいただけるように，今後もバ

ス待ち環境の向上に努めてまいります。 

 

 

 



6 

 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【市バスの定時性確保】 

・バスをダイヤどおりに運行させてほし

い。 

・定時運行を確保するため常にダイヤの

見直しを行うべきだ。 

・バス専用レーンの啓発を徹底するべき

だ。 

・違法駐停車の啓発など警察との連携を

強化するべきだ。 

・市バスの遅延証明をバス車内や地下鉄

の駅でも発行するべきだ。 

 

市バスの快適な御利用環境を実現するう

えで，定時性の確保は重要な視点である

と認識しており，引き続き関係機関と連

携した走行環境の改善に向けた啓発活動

や継続的なダイヤの見直しを推進してま

いります。 

また，遅延証明の車内での発行につきま

しては，費用面や運用面での課題があり，

直ちに導入することは困難であると考え

ています。 

 

④ お客様サービスの拡充に関すること ９件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・市バスの均一運賃区間を拡大するべき

だ。 

・バス１日券の適用範囲を均一運賃区間

外にも拡大するべきだ。 

骨子案にもお示しした（Ｐ１６）とおり，

お客様の利便性向上のため，引き続き，

均一運賃区間拡大に向けて，民営バス事

業者との協議を進めてまいります。 

 

  地下鉄の利便性・快適性の向上について（事業戦略３） 

① 快適な御利用環境の整備に関すること ９１件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【車両数の変更等】 

・地下鉄烏丸線を８両編成にするべき

だ。 

・時間帯によって地下鉄の両数を変更し

て運行するべきだ。 

・地下鉄烏丸線の線路を複々線化するべ

きだ。 

・地下鉄の急行運転など，各駅停車以外

の運行を検討してはいかがか。 

 

烏丸線の８両編成化や，時間帯による両

数の変更，線路の複々線化などについて

は，現行の車両編成数等を前提に整備し

ている駅施設や車庫等の改修に，多額の

費用を要するため困難です。烏丸線では

これまでから６両編成での増便を図るこ

となどにより，利便性の向上に努めてい

るところであり，今後も引き続き，便利

で快適に御利用いただけるよう取り組ん

でまいります。 

【車内温度】 

・地下鉄の車内温度を適切に管理してほ

しい。 

・地下鉄に弱冷車を導入するべきだ。 

 

車内の冷暖房時の温度管理は，乗務員が

適切な温度管理に努めておりますが，今

後もより一層，快適な車内環境となるよ

う努めてまいります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【エレベーターやエスカレーター】 

・地下鉄の駅にエレベーターやエスカレ

ーターを増設するべきだ。 

 

エレベーターやエスカレーターの増設に

ついては，地下の限られた駅構内や駅の

地上部分に物理的な設置スペースがな

く，直ちに対応することは大変困難です。

一方，駅に隣接する民間施設の改修の機

会に御協力を求めることにより，新たに

駅の御利用者に当該施設のエレベーター

等を利用いただけることとなった事例も

ございますので，引き続き，あらゆる機

会を捉え，地下鉄駅のバリアフリー化を

推進してまいります。 

【地下鉄の車内設備】 

・一部の座席を撤去するべきだ。 

・多くの人が座れるよう座席の形状を変

えるべきだ。 

・優先座席を増設するべきだ。 

・大きな手荷物を置くスペースを設ける

べきだ。 

・車内Ｗｉ－Ｆｉを導入するべきだ。 

 

既存車両の改修については費用面に課題

があり，直ちに対応することは困難です

が，現在，烏丸線開業時に導入した９編

成の車両更新に向け，座席などの内装及

び外装デザインの検討を進めているとこ

ろであり，今回の御意見も踏まえ，引き

続き皆様に安心・快適に御利用いただけ

る新型車両を目指して取り組んでまいり

ます。 

車内Ｗｉ－Ｆｉの環境整備については，

多額の費用を要することから，直ちに実

施することは困難ですが，今後の技術の

進歩や費用対効果も踏まえたうえで，更

なる利用環境の向上に努めてまいりま

す。 

【駅トイレ】 

・地下鉄の駅のトイレは清潔感があって

良い。 

・駅トイレのリニューアルを全駅で実施

してほしい。 

・駅トイレの美化を推進するべきだ。 

・トイレを増やしてメイクができるスペ

ースを作ってほしい。 

 

骨子案にもお示しした（Ｐ１６）とおり，

老朽化が進む烏丸線の駅トイレのリニュ

ーアルをはじめ，快適な駅空間となるよ

う，計画的改修と美化の推進に努めてま

いります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【地下鉄の乗車環境】 

・地下鉄に女性専用車両を導入するべき

だ。 

 

直通運転を実施している近鉄や京阪と一

体的に実施する必要があることや，女性

専用車両以外の車両の混雑率が大きく上

昇する懸念があるなど，現状では課題が

多く，女性専用車両の導入は困難である

と考えています。 

【その他，地下鉄の駅施設全般】 

・地下鉄駅構内の美化を強化するべき

だ。 

・駅構内の老朽化も進み雰囲気が暗いた

め，明るくしてほしい。 

・地下鉄のホームに椅子を増設するべき

だ。 

・地下鉄の改札機を増設するべきだ。 

・地下鉄の分散乗車の案内強化など混雑

時の円滑な乗降を確保するべきだ。 

・出入口や改札口を新設するべきだ。 

 

骨子案にもお示しした（Ｐ１６）とおり，

快適な駅空間となるよう，駅の計画的改

修と美化の推進に努めることとしてお

り，お客様の御利用状況をはじめ，物理

的な環境や費用面等の様々な条件を考慮

しながら快適に御利用いただける駅とな

るよう取り組んでまいります。 

 

② 利便性の高いダイヤに関すること ７０件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【運行本数】 

・もっと本数を増やすべきだ。 

・通勤・通学時間に増便するべきだ。 

・夜間の時間帯を増便するべきだ。 

・烏丸御池駅での接続において，スムー

スに乗り換えができるようダイヤを工

夫するべきだ。 

・近鉄との相互乗り入れを増便するべき

だ。 

・地下鉄の本数には満足している。 

・東西線内への京阪車両の乗入本数が増

加し便利になった。 

 

烏丸線の朝ラッシュ時間帯は，使用でき

る車両をすべて（１６編成）投入してダ

イヤを確保しており，現状ではさらに増

便することは困難ですが，その他の時間

帯については，骨子案にもお示しした（Ｐ

１６）とおり，お客様の動向を見極めな

がら，更なる利便性の向上に向けたダイ

ヤの充実を検討してまいります。 

【運行時間拡大】 

・終電時間をもっと繰り下げるべきだ。 

・コトキンライナーを毎晩運行するべき

だ。 

・始発時間をもっと繰り上げるべきだ。 

 

保守点検の時間を確保する必要があるた

め，大幅な営業時間の延長や終電延長は

困難であると考えていますが，引き続き，

御利用動向の把握に努めてまいります。 
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③ その他地下鉄事業に関すること ８件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・地下鉄の延伸や新線の建設を検討する

べきだ。 

本市地下鉄は，企業債等残高が３千６百

億円に上るとともに，経営健全化団体脱

却後は累積資金不足が３０９億円からさ

らに増加することに加え，今後，烏丸線

の新造車両や両線の設備更新に多額の費

用を要し，全国一厳しい経営状況が続く

と見込まれることから，延伸や新線の建

設は困難な状況です。 

 

  両事業に共通する利便性・快適性の向上について（事業戦略３） 

① 両事業に共通するお客様サービスの拡充に関すること １６９件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【運賃・割引額の設定】 

・普通運賃を引き下げるべきだ。 

・定期料金を引き下げるべきだ。 

・乗継割引額を拡充するべきだ。 

・バス一日券の価格を５００円に戻して

ほしい。 

・地下鉄の運賃を全線均一とするべき

だ。 

・地下鉄の１駅利用については割引運賃

としてはいかがか。 

・曜日や時間帯を限定して，運賃を割増

しや割引を検討してはいかがか。 

・バス１日券について，値上げや利用除

外日の設定を行うべきだ。 

・地下鉄の昼間割引券は利用促進に結び

付かないので廃止しても良いのではな

いか。 

・京都市外在住者に対する福祉割引を充

実させるべきだ。 

 

骨子案にもお示ししたとおり，経営ビジ

ョンは，現行の運賃を前提として検討を

進めているところです。 

また，これまでから様々な乗車券のサー

ビスを提供し，便利でお得に市バス・地

下鉄を御利用いただけるよう取り組ん

でいるところです。 

御提案にある割引については，今後とも

経営に与える影響を勘案しながら検討

し，市バス・地下鉄事業を安定的に運営

できるよう取り組んでまいります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【乗車券の創設やＰＲ】 

・新たな乗車券を創設するべきだ 

 （三日券，一週間券，昼間限定など適

用時間帯を限定した乗車券等） 

・地下鉄一日券を２４時間券とするべき

だ。 

・学生定期の発売期間を見なおすべき

だ。 

・「地下鉄・バス一日券」の販売促進を強

化するべきだ。（販売場所の拡充，ＰＲ

の強化等） 

・トラフィカ京カードや回数券などプレ

ミアムや乗継割引等の特典が適用され

る乗車券をもっとＰＲするべきだ。 

 

骨子案にもお示しした（Ｐ１７）とおり，

御利用いただく目的や回数に応じて，便

利でお得に市バス・地下鉄のネットワー

クを御利用いただける様々乗車券のサ

ービスを提供しています。これらについ

て積極的なＰＲに努め，さらに多くの御

利用につながるよう取組を進めます。 

今後，ＩＣカードの利用促進と併せて，

各種の乗車券について，御利用状況も検

証しながら再点検してまいります。 

【ＩＣサービスの充実】 

・敬老乗車証を含め，定期乗車券は可能

な限りＩＣカード化を進めるべきだ。 

・１日券のＩＣカード化をするべきだ。 

・ＩＣカードによるポイントサービスを

実施するべきだ。 

・もっとＩＣカードの利用促進を図って

いくべきだ。 

・ＩＣカードを普及させることで，乗降

を円滑にするべきだ。 

 

ＩＣカードにつきましては，これまでか

ら全国相互利用への対応やＩＣ定期券，

乗継割引の実施など，様々なサービスの

拡充を図ってきたところです。今後も，

骨子案にもお示しした（Ｐ１７）とおり，

利用促進に向けたＰＲやＩＣサービスの

拡充に取り組んでまいります。 

【運賃の支払方法】 

・定期券のインターネット申込や，普通

運賃のクレジットカード決済などサー

ビス面の向上を図るべきだ。 

・市バス運賃について，両替等の手間が

かからないように，スマートフォンと

連動したインターネットでの事前支払

が可能な仕組みを導入するべきだ。 

・繁忙期における定期券発売所の混雑を

緩和するべきだ。 

 

平成３０年度中に，地下鉄のＩＣ通勤定

期券（継続）を購入できる自動券売機を

全駅に設置拡大し，定期券発売所の混雑

緩和に取り組みます。 

定期券の購入や運賃の支払い方法に係る

一層のサービス向上については，先行す

る他事業者の動向や技術の進歩にも着目

しながら，費用対効果の検証を含めて，

研究してまいります。 
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② わかりやすさの向上に関すること ７５件 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【案内表示，路線図等】 

・分設停留所を集約するべきだ。 

・分設停留所など，バス乗り場はわかり

にくいため，アプリやマップなどで分

かりやすい情報提供をするべきだ。 

・市バスの系統番号や停留所名称をもっ

と分かり易いものに改めるべきだ。 

・駅構内におけるトイレの場所などの案

内表示を分かり易くするべきだ。 

・駅周辺の施設や店舗の場所について，

出入口における案内を充実させるべき

だ。 

・路線図（市バス・地下鉄路線図，地下

鉄バスなび）をもっと見やすいものに

改良するべきだ。 

・スマートフォンサイトの充実や専用ア

プリの開発など，インターネットを活

用した情報発信を強化するべきだ。 

 

骨子案にもお示しした（Ｐ１５）とおり，

よりスムースに市バス・地下鉄を御利用

いただけるよう，わかりやすさの向上に

努めることとしております。 

お客様からの御要望や物理的な環境，費

用面等の個別の状況も見極め，一層便利

で快適に御利用いただけるよう取り組ん

でまいります。 

【多言語対応の推進】 

・車内放送，案内サイン等の多言語対応

を推進するべきだ。 

・外国人観光客への対策として多言語で

の応対が可能な職員を採用するべき

だ。 

・市バス運転士も外国人観光客に対応で

きるだけの語学力を身に着けるべき

だ。 

・駅構内において外国人観光客向けの多

言語案内スタッフを配置するべきだ。 

・地下鉄の駅においても多言語対応が可

能なコンシェルジュを配置してはどう

か。 

 

多言語対応の推進については，案内表示

及び車内放送の多言語化をはじめ，案内

所の外国語対応スタッフの充実や“おも

てなしコンシェルジュ”による案内の充

実など様々な取組を推進してきたところ

です。引き続き，ハード面，ソフト面の

様々な観点から外国からのお客様に安

心，便利に御利用いただけるよう取り組

んでまいります。 
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③ 両事業に共通する快適な御利用環境の整備に関すること １６件 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・スムースに乗降できるよう駅の到着時

には通路や扉付近を広く開けるよう周

知を徹底するべきだ。 

・大きな手荷物を持つ乗客に向け，迷惑

とならないよう注意をするべきだ。 

・優先座席の使用について外国人にもし

っかり啓発するべきだ。 

お客様に気持ちよく市バス・地下鉄にお

乗りいただくためには，御利用者の方に

も乗車マナーをお守りいただくことが重

要と考えております。マナー啓発につき

ましては，車内アナウンスやステッカー，

ポスターの掲出等の様々な手段を通じ

て，継続的に取組を進めてまいります。 

 

④ 市バス・地下鉄のネットワークでの利便性の向上に関すること １６件 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・バス停から駅へのルート案内をわかり

やすくするべきだ。 

・駅出入口からバス停へのルート案内を

わかりやすくするべきだ。 

・地下鉄の駅構内にバス待ちスペースを

設置するべきだ。 

・地下鉄のダイヤは民間鉄道とスムース

に乗継ぎができるようにするべきだ。 

・地下鉄の出入口付近にバス停を移設す

るべきだ。 

・市バス・地下鉄だけでなく民間の鉄道

やバスとの連携を強化するべきだ。 

・新幹線で京都を訪れた方に向けて，東

山エリアや金閣寺エリアへの移動には

ＪＲの東福寺駅や円町駅から市バスに

乗り継ぐルートを推奨するべきだ。 

市バス・地下鉄をはじめ，京都の公共交

通全体でスムースに移動いただくことが

できるよう，これまでから乗継ぎを考慮

したダイヤ編成等に取り組んできたとこ

ろです。今回の御意見も踏まえ，引き続

き，乗継利便性の向上を含めた鉄道・バ

スの結節強化の取組を推進してまいりま

す。 
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  まちづくりへの貢献について（事業戦略４） 

① ひとと公共交通優先の「歩くまち・京都」の推進に関すること ９５件 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【更なる利用促進策】 

・これまで公共交通をあまり利用しなか

った人に向け，バス，鉄道利用のメリ

ットをわかりやすく伝えることが必要

である。 

・スタンプラリーの実施，沿線とのタイ

アップの推進，各種イベントの開催  

などに取り組むべきだ。（※） 

 ※ 御提案内容の一部 

・魅力的なコンテンツを活用したスタ

ンプラリーを実施するべきだ。 

・インバウンド客に地下鉄・バスをＳ

ＮＳに上げてもらうキャンペーンを

してはどうか。 

・観光客が求める京都らしさや和の雰

囲気を感じられる市バス・地下鉄に

すれば，利用増につながる。 

・移動の間に京都の文化に触れられれ

ばとても良い。 

・観光施設が割引になるようなタイア

ップをしていくべきだ。 

・駅周辺でのイベント実施などは増客

に有効である。 

・バス停とは違い，駅名からは行ける

観光スポットがわかりにくいため，

より分かりやすく伝えるべきだ。 

・観光客が乗車する車内で，京都を知

っていただける映像やお得な情報を

提供してはどうか。 

 

骨子案にもお示しした（Ｐ１９）とおり，

民間事業者に参画いただいている「チー

ム『電車・バスに乗るっ』」の取組として，

これまでから，沿線の商業施設，文化施

設等と連携し，公共交通の利用促進を図

る様々な取組を展開しています。 

引き続き，各種団体の皆様と連携し，よ

り集客力の高い取組を進めてまいりま

す。 

また，本市の関係部局とも連携を図り，

公共交通利用のメリットについて，より

一層効果的な情報発信に取り組んでまい

ります。 

【地下鉄の活性化】 

・地下鉄の駅や車両について，京都らし

さを感じられる和の雰囲気づくりや，

アニメなどとコラボをし，単なる手段

でなく，あえて地下鉄に乗りたいと思

ってもらえるよう取り組むべきだ。 

 

 

これまでから，駅構内における市内の芸

術系等の学生が制作したアート作品の展

示やアニメを活用した車両の装飾などを

通じ，地下鉄の魅力向上に取り組んでま

いりました。今後も，地下鉄で移動した

いと思っていただけるよう，より一層の

魅力向上に努めてまいります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【地下鉄への利用誘導】 

・できるだけ地下鉄に乗っていただくこ

とは，市バスの混雑への対策としても

重要である。 

・おもてなしコンシェルジュによる案内

や京都駅への無料乗継の取組はとても

良いことである。 

・地下鉄・バス一日券の更なる利用促進

により，地下鉄への誘導を図るべきだ。 

・バスに比べて地下鉄は定時性が高いと

いう最大のメリットを前面に出してい

くべきだ。 

・誘導のために沿線の魅力アップや，組

み合わせの利用メリットなど，ＰＲ強

化等（※）に取り組むべきだ。 

 ※ 御提案内容の一部 

【沿線の魅力等アップ策】 

・地下鉄でのスタンプラリーの実施 

・地下鉄内への外国人観光客向けの広

告や情報充実 

【情報提供・ＰＲの充実】 

・観光地から駅への案内表示（道のり

や時間）の充実 

・主要乗継停留所におけるバス車内で

の地下鉄乗換を促す案内の実施 

・今出川駅での乗継ぎが便利なことを

無理なく覚えてもらうため，芸能人

等を起用したキャンペーンを実施 

【その他】 

・バスで京都駅に帰ることの無謀さを

周知し，「京都駅へは地下鉄に乗る

っ」とＰＲする。 

・京都駅に乗り入れるバスの本数を減

らしたりバス停を少なくするなどあ

えて不便にする。 

 

市バスだけでなく地下鉄を組み合わせて

目的地まで効率よく快適に移動いただく

ことは，喫緊の課題である市バスの混雑

対策や，地下鉄の更なる増収の観点から

も非常に重要であると考えています。 

平成３０年３月に大幅な値下げを実施し

た「地下鉄・バス一日（二日）券」を活

用した快適で便利な観光ルートを積極的

にＰＲするとともに，駅や駅周辺の更な

る魅力発信など，両事業一体となって地

下鉄の利用誘導の取組を推進してまいり

ます。 
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② 本市が推進する施策との連携に関すること ２７件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【交通政策全般】 

・ＬＲＴを導入するべきだ。 

・ロードプライシングを導入するべき

だ。 

・パークアンドライドを推進するべき

だ。 

・マイカーの流入を抑制する啓発を実施

するべきだ。 

・区役所での公共交通での来庁者に何ら

かインセンティブを付与するべきだ。 

・市民の暮らしに密着する公共交通の整

備のため，交通基本条例を制定するべ

きだ。 

・地下鉄出入口付近の道路環境を改善し

てほしい。 

・歩道を拡幅するべきだ。 

・人工知能を活用した交通信号システム

を開発してはどうか。 

 

 

ロードプライシングやＬＲＴの導入をは

じめマイカーから公共交通機関への利用

の転換を図る取組については，本市全体

で取り組むべき交通政策であり，国や府，

警察をはじめ各種関係機関の今後の動向

を注視するとともに，交通局としても交

通事業者の立場から連携して取り組んで

まいります。 

【新技術の導入】 

・バス事業の人材不足の対策として自動

運転バスの導入を検討するべきだ。 

・電気バスを導入するべきだ。 

・地下鉄の無人運転を導入するべきだ。 

・地下鉄の運転や整備を自動化すれば人

件費削減につながるのではないか。 

 

 

骨子案にもお示しした（Ｐ１９）とおり，

自動運転バスや電気バス等の新たな技術

については，本市関係部局とも情報共有

を図りながら，他事業者の導入事例や技

術革新の動向をしっかりと注視・研究し

てまいります。 

【モビリティ・マネジメントとの連携】 

・モビリティ・マネジメントを推進する

べきだ。 

・モビリティ・マネジメントとの連携に

あたっては，公共交通機関の利便性や

コストメリットがあることをもっとＰ

Ｒしていくべきだ。 

・現行の赤字路線を維持していくために

は，地域の住民にも積極的に利用促進

の活動に取り組んでもらうべきだ。 

 

交通局では，これまでから，地域の皆様

が主体となって取り組まれているモビリ

ティ・マネジメントの取組と一体となっ

た路線・ダイヤの拡充に取り組んでおり

ます。引き続き，「地域の皆様のくらしや

まちの活力を支える」という公共交通の

役割をしっかりと認識し，区役所等と連

携を図りながら，市バス利用の機運が高

まるよう取り組んでまいります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・鉄道駅へのマイカー送迎の抑制と公共

交通の利用促進のため，駐輪場につい

て利用料を値下げするなど，自転車を

いかすことを考えるべきだ。 

本市では，京都・新自転車計画に基づき，

自転車の駐輪環境の整備等に取り組んで

います。交通局においても，地下鉄の利

用促進の観点から駐輪場は重要な施設と

認識しており，お客様の駐輪場の御利用

状況等についても注視してまいります。 

 

  経営基盤の強化について（事業戦略５） 

① 人材の安定的な確保に関すること ２４件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・手当を厚くしたり資格取得を支援する

など環境づくりをするべきだ。 

・70 歳まで雇用延長を検討するべきだ。 

・これからは自前の養成が必要である。 

・情報発信やセミナー参加，学校との連

携など採用活動を強化するべきだ。 

・京都という観光地で働くことの利点を

ＰＲするべきだ。 

・勤務日数や時間を限定した雇用形態を

導入するべきだ。 

・給与を引き上げるべきだ。 

・給与カットは行うべきではない。 

・未来の運転士等の働き手の確保に向

け，市バスや地下鉄の良さを小学校な

どで伝えるべきだ。 

・人手不足の対策として，民間バスとの

共同運行も検討するべきだ。 

・民間バスと連携し，利用者への影響を

抑えながら，路線・ダイヤを効率化す

るべきだ。 

経営ビジョン骨子案の重点戦略において

も，経営基盤の強化に向け，「組織力・職

員力の向上」を取組の視点としており，

将来の労働力人口の減少など，事業を支

える人材の確保が厳しさを増す中でも，

安定的に事業運営できるよう，引き続き

様々な観点から調査・検討を進めてまい

ります。 

 

  



17 

 

② 収入増加策の推進に関すること １７件   

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【駅ナカビジネス】 

・駅ナカビジネスを積極的に展開してい

くべきだ。 

・コトチカ店舗には地元企業の出店を促

進するべきだ。 

 

 

駅ナカビジネスについては，収益と駅空

間の魅力向上のために積極的に取り組ん

でおり，これまでから条件を満たした地

元企業に出店いただいているところで

す。今後も収益と駅空間の魅力向上に向

けて積極的に取り組んでまいります。 

【附帯事業全般】 

・安定的な運営だけでは大きな赤字を黒

字に転換させるのは難しいので，少し

リスクはあるが大きな収益を出すこと

ができる取組も検討するべきでない

か。 

・主要駅において荷物預りサービスや大

型コインロッカーの増設などを検討す

るべきだ。 

・地下鉄駅に，宅配便の受取りロッカー

や図書館の返却ポストを設置するべき

だ。 

・駅周辺でレンタサイクル事業を実施し

てはいかがか。 

・地下鉄駅をネーミングライツの対象と

するべきだ。 

・附帯事業の目標値を記載するべきだ。 

・地下鉄や市バスの広告はよい情報源に

なるので，もっと質を向上させるべき

だ。 

 

両事業ともに今後財政見通しは厳しさを

増すと見込まれることから，附帯事業に

ついても可能な限り増収を図る必要があ

ると認識しています。増収に向けて，引

き続き柔軟な発想で新しい取組を検討す

るとともに，物理的なスペースの制約や

各駅のお客様のニーズも把握しながら，

コインロッカーの増設等，お客様の利便

性を向上させる設備改修について検討し

てまいります。また，目標値についても，

経営ビジョン策定の中で検討してまいり

ます。 
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③ 両事業一体での財務体質の強化に関すること １３件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【他会計からの繰入等】 

・公営交通事業は京都市の事業の一環と

した位置づけが大切であり，「市民の

足」確保の為としての助成金は必要で

ある。 

・京都には市バスや地下鉄の交通手段は

必須なので，事業運営のために補助金

を繰り入れるべきだ。 

・交通局の内部努力には限界があるの

で，不足する部分は公的支援が必要で

ある。 

・観光客増への対応の財源として，宿泊

税の活用も検討するべきだ。 

・多数の市バス車両の更新が必要となる

ことについて，「市民の足」を確保する

ために，補助金の増額を含め対応する

べきだ。 

・東京都交通局は東電の配当を財源に都

バスを購入している。京都市も関電の

配当を電気局の後継の交通局が活用す

るべきだ。 

 

公営企業として「経済性の発揮」と「公

共の福祉の増進」を両立させながら，「市

民の足」としての役割をしっかりと果た

していけるよう，更なるお客様増により

増収を図ることを基本として経営基盤の

強化に努め，一般会計からの任意の財政

支援に頼らずに運営していくことを目指

して取り組んでまいります。 

【経営健全化対策出資金】 

・経営健全化対策出資金をやめることが

財政悪化の原因であると考えられるた

め，地下鉄事業に対する一般会計支援

を継続するべきだ。 

・一般会計も苦しいと思うが，老朽化に

伴う車両更新や可動式ホーム柵の設置

などを考えると，今後も経営健全化対

策出資金を継続して繰り入れるべき

だ。 

・バス事業の利益を地下鉄事業の補填に

回すべきだ。 

 

経営健全化対策出資金は，国制度に基づ

き，経営健全化団体にのみ認められてい

るものであり，経営健全化団体の脱却後

は繰入れを行うことはできません。 

地下鉄事業は，これまで一般会計から多

額の繰入れを受けて運営してきており，

今後は更なるお客様増により増収を図る

ことを柱に，一般会計からの任意の財政

支援に頼らずに安定的な運営を継続する

ことを目指し，取り組んでまいります。 

【その他の財源確保策等】 

・民間資金を低金利で借り入れて長期返

済すれば金利負担の軽減が図れるので

はないか。 

 

 

民間資金や政府資金の金利の状況等を踏

まえながら，より有利な方法で資金調達

ができるよう，引き続き検討してまいり

ます。 



19 

 

④ コスト削減策の推進に関すること １１件 

主な御意見の要旨 御意見に対する交通局の考え方 

・職員の人件費を削減するべきだ。 

・交通局職員の給与を引き下げるべき

だ。 

職員の人件費については，厳しい財政状

況を踏まえ，これまでに手当の廃止や新

給料表の導入等により給与水準を引き下

げており，引き続き，安定的に事業が運

営できるよう，適正な給与水準を維持し

てまいります。 

・「おもてなしコンシェルジュ」事業は，

観光対策事業であるので，他局に移管

して交通局の経費を削減するべきだ。 

“おもてなしコンシェルジュ”は，市バ

ス・地下鉄をお客様にわかりやすく御利

用いただくことを目的としている事業で

あり，語学が堪能であるだけでなく，本

市の交通網についての知識をお持ちの

方々に従事していただいているところで

す。また，市バスの混雑対策として，手

荷物配送サービスの案内なども実施して

おり，事業費の一部に宿泊税を財源とし

た負担金を一般会計から繰り入れていま

す。引き続き，交通局の事業として取り

組んでまいります。 

・生活路線は都市計画局が担うなど交通

局が主体的に運行する必要はない。 

生活路線の確保についての対策など，本

市の交通政策については都市計画局の所

管ではありますが，市バス・地下鉄が「市

民の足」としての役割を果たしていける

よう，引き続き連携して取り組んでまい

ります。 

・地下鉄の本数を減らして効率化を図る

べきだ。 

・東西線内への京阪車両の乗り入れは廃

止するべきだ。 

地下鉄の減便や京阪車両の乗り入れ廃止

は，利用者の減少につながる恐れもある

と考えており，引き続き，現行の運営を

継続してまいります。 

・バスを増車して路線・ダイヤを充実さ

せ，後年度の世代に負担を残すだけの

施策ばかりを実施するのではなく，状

況に応じて「バス車両を減車して路線・

ダイヤの縮小」も進めるべきである。 

市バスのお客様の日々の御利用状況を注

視し，利便性・快適性の向上を図る一方，

効率的な事業運営にも取り組みながら，

市バス路線ネットワークの維持に努めて

まいります。 

・バスロケーションシステムによってバ

スの接近情報を音声で案内してくれる

ので，市バスにフルカラーＬＥＤ式行

先表示器を導入する必要はない。 

市バスのフルカラーＬＥＤ式行先表示器

は，視認性向上や柔軟に行先表示の変更

ができるなどお客様へのわかりやすい御

案内ができるという点で，必要があると

考えております。 
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主な御意見の要旨 御意見に対する交通局の考え方 

・東西線のホームドアは現在，フルスク

リーンのものを使用しているが，維持

費が高いのであれば更新の機会などに

ホーム柵タイプのものに変えても良い

のではないか。 

フルスクリーンタイプのホームドアの維

持費はホーム柵タイプと比較し，同程度

であり，また，東西線のホームドアは耐

用年数を経過していないことから，現行

のものを運用してまいります。 

 

⑤ 経営情報等の発信強化に関すること ９件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【経営情報の発信】 

・市民や利用者に経営状況を理解しても

らうために情報発信を行うのは良いこ

とだ。 

・経営状況をしっかりと市民に周知し，

状況に応じた運営をしていくべきだ。 

・バス運転士を確保しつつ，路線やサー

ビスの維持することの大変さを市民に

も理解してもらうべきだ。 

・混雑対策が急務なほど繁盛しているの

に今後赤字化するというのは全く理解

できない。 

・「何年連続の黒字」といった話だけして

おいて，いざ次期経営計画策定の段に

なって，「今後は赤字になります」と言

われても，納得しかねる。 

・公表されている市バスの営業係数の算

出方法は明示するべきだ。 

 

市民ぐるみで公共交通優先のまちづくり

を進め，市民の足である市バス・地下鉄

を将来にわたって守っていくためには，

皆様に市バス・地下鉄の財政の状況や

様々な取組などについて御理解をいただ

くことが重要であると考えており，わか

りやすい経営情報等の発信にしっかりと

取り組んでまいります。 

【お客様ニーズの把握】 

・地域住民の方々の市バス・地下鉄に対

する希望や意見を聞いていく事が大切

だ。 

・意見募集の機会を増やすべきだ。 

 

 

市バス・地下鉄を御利用のお客様からの

御意見は，事業運営上貴重なものと認識

しており，これまでから「お客様の声」

などを，サービス向上に生かしていると

ころです。 

引き続き，骨子案にお示しした（Ｐ１４）

とおり，お客様ニーズをしっかりと受け

止め，事業運営にいかしてまいります。 
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⑥ 職員の育成と組織力の向上に関すること ３件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・お客様からの信頼を得ることの重要性

について意識の共有や徹底を図る取組

をするべきだ。 

・一部の職員による利用者（市民等）の

信頼感を失墜させる行為によって企業

のイメージを大きく悪化させ，それを

回復するのに並大抵の努力では足りな

いことを認識し，こういった不祥事に

真摯に対応する姿勢を明記していただ

いた方が良い。 

・風通しの良い職場づくりに向けて，ど

のようなことをしていくのか，明確に

する必要がある。 

市バス・地下鉄事業の安定経営を維持し

ていくためには，お客様からの信頼が第

一です。引き続き，全職場への現場監察

等により危機意識を共有するとともに，

職員研修や管理職による個別面談等を実

施し，風通しの良い職場づくりに努めて

まいります。 

 

⑦ その他経営基盤の強化に関すること ３０件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【財政運営】 

・基幹交通網としての地下鉄を維持存続

させることは京都市にとって必要不可

欠である。地下鉄建設は京都市が都市

計画として建設したものであり，結果

として累積資金不足が大幅に増加する

のは仕方のないことだ。 

・今後 10 年も 20 年も健全経営で続けら

れるように希望してやまない。 

・安心，安全で末永く安定した自立経営

を持続させてほしい。 

・車両更新等で経営が厳しい中，収支均

衡のスパンを１０年ではなく２０年で

考え，自立経営を目指していくべきだ。 

 

市バス・地下鉄は，市民の大切な財産で

あり，将来にわたり「市民の足」として

の役割をしっかりと果たしていけるよう

経営ビジョンの策定を進め，中長期的な

視点に立ち，健全経営の確保に取り組ん

でまいります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【交通局の経営形態】 

・交通事業を民営化し，柔軟な給与体系

による経営の効率化や，関連事業によ

る収益確保や周辺地域の活性化が期待

できる経営の多角化を進めるべきだ。 

・給与水準が高い公務員としての雇用を

前提として交通事業を運営すること自

体を見直すべきだ。 

・民営化については，市民の声が届きに

くくなるので避けてほしい。 

・独立採算制によらず公金で公共交通を

運営可能な特区を国に申請し承認して

もらい，公共交通の空白地帯を埋める

ことによって利用促進に繋げ，「歩くま

ち・京都」憲章を実のあるものにする

ことが検討されかつ実現されることが

望ましい。 

 

市バス・地下鉄事業は，これまでから様々

な経営改革に取り組みながらサービス向

上に努め，市民の足としての役割を果た

してきました。 

今後も，公営企業として「経済性の発揮」

と「公共の福祉の増進」を両立させなが

ら，「市民の足」としての役割をしっかり

と果たしていけるよう取り組んでまいり

ます。 

・過度な民間委託化は行わず，バス鉄道

問わず，乗務や駅業務等直営で出来る

事は直営で営業するのも良い。 

・市バス運行の民間委託を拡充するべき

だ。 

民間委託については，効率的かつ安定的

な事業運営を継続できるよう，適切な規

模で活用してまいります。 

【人口減少社会への対応】 

・お客様増のためには，京都市の人口を

増やすべきだ。 

・人口が減少していくことを前提に京都

市の交通について考えていくべきだ。 

 

市バス・地下鉄は，ひとと公共交通優先

の「歩くまち・京都」をリードする主要

交通インフラであり，人口減少社会に挑

戦する本市のまちづくりの核として，市

のまちづくりとも連携し，市民の皆様の

生活と都市活動を支えていけるよう，し

っかりと取り組んでまいります。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【子ども達に愛される交通局づくり】 

・マイカーから公共交通への転換を図る

ため，子連れでも公共交通を利用しや

すいように，「エコサマー」を通年で実

施するべきだ。 

・子ども達がバス利用に親しみ，将来の

利用につながるように，市内の小学生

に無料パスを配布するべきだ。 

・将来の市バス利用者である子ども達

に，市バスに対して愛着を持ってもら

うことが非常に大切である。 

・子ども達は市バスが大好きなのに，い

いおもちゃが売られていない。欲しが

るのに売っていないのは非常に残念

だ。キャラクターグッズではなく，市

バスそのもののグッズを求めているこ

とを間違えないでほしい。 

・「限定販売」とすると買い占めが起こ

り，子ども達の手に届かないので，自

動販売機などで常に買えるようにする

べきだ。 

 

将来にわたるお客様としてできるだけ多

くのお子様に市バス・地下鉄に触れ合う

機会を持っていただきたいと考えてお

り，これまでからお子様を対象に市バス

を無料で御乗車いただける「エコサマー」

や，定期券をお持ちの方の御家族が市バ

スを割引乗車いただける「環境定期券制

度」などを実施しています。また，この

他にも地下鉄の車庫見学会や「夏休み自

由研究『市バス・地下鉄のヒミツを知ろ

う』」などお子様向けのイベントの実施や

小学校の授業等でも副読本としてお使い

いただける子ども向け市バス・地下鉄ガ

イドブックの発行等の取組を行っていま

す。 

頂いた御意見を踏まえ，引き続き，お子

様をはじめ市民の皆様に市バス・地下鉄

に愛着を持っていただけるよう取り組ん

でまいります。 

 

  市バスの混雑対策について 

① 交通局で実施している取組に関すること ４１件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【前乗り・後降り方式】 

・市バスの「前乗り後降り」方式を拡大

するべきだ。 

・段階実施ではなく一斉実施とするべき

だ。 

・しっかりと市民に周知するべきだ。 

・どんな効果・メリットがあるのかわか

りにくい。 

・市バスの「前乗り後降り」方式は実施

するべきではない。 

 

「前乗り後降り」方式は，バス車内前方・

後方の双方から降車の動線が確保でき，

混雑緩和の効果が期待されることから，

今年度中に洛バス１００号系統に導入

し，その後の拡大については引き続き検

討を進めてまいります。また，市民の皆

様や京都へお越しの方にスムースに御利

用いただけるよう，しっかり周知を行っ

てまいります。 

 

 



24 

 

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【大きな手荷物対策】 

・キャリーバッグ等の車内持込みに対す

る注意喚起や制限を徹底するべきだ。 

・キャリーバッグ等の車内持込みを有料

化するべきだ。 

・バスの車内に荷物置場を設置するべき

だ。 

・手ぶら観光を今まで以上に推進するべ

きだ。 

 

 

観光でお越しのお客様の大きな手荷物に

ついては，持込制限等を求める声も頂い

ておりますが，これまでから，市バス車

内の案内モニターを中央部に増設し，キ

ャリーバックを持ち込まれる際には配慮

していただくようお願いする画面を多言

語で表示するなど，お客様への啓発に取

り組んでいます。 

引き続き，手荷物を預かり宿泊施設まで

届ける「手ぶら便」の案内強化をはじめ，

市バスから地下鉄への利用誘導を通じ，

市バスの混雑対策を講じてまいります。 

【ラッシュ型車両の導入】 

・ラッシュ型車両の導入を推進していく

べきだ。 

・混雑路線と閑散路線でしっかりとラッ

シュ型車両を使い分けるべきだ。 

・高齢者の着席機会を増やすため，ラッ

シュ型車両は導入するべきではない。 

 

ラッシュ型車両は，より多くのお客様に

御乗車いただけるメリットがあることか

ら，お客様の御利用が多い系統を中心に

運用しているところです。しかし，座席

数が標準型ノンステップバスより少ない

ことから，車両運用に当たっては，可能

な限り配慮してまいります。 
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② その他混雑対策に関すること ５５件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【市バス車両の改造】 

・乗車人員が多くなるよう市バス車内の

座席配置を見直すべきだ。 

・市バスの座席数を削減するべきだ。 

・市バス車内を全て優先座席にしてみて

はいかがか。 

・高齢者も利用しやすいよう市バス車内

の椅子や持ち手を増やすなど乗りやす

い環境を作る車両とするべきだ。 

・路線の利用状況に応じた車両設計をメ

ーカーに働きかけていくべきだ。 

・市バスの乗車扉と降車扉の大きさを逆

にするべきだ。 

・市バスの運賃箱は釣り銭方式に改める

べきだ。 

・市バス運賃箱はカードの表面に利用日

が印字できるようにするべきだ。 

 

市バスでは，安全性やバリアフリー等の

観点から法令に基づき設計された車両を

導入しています。 

これまでからも，近年の市バスの混雑や

お客様全体の御利用動向に応じて，通路

幅を広く取ったラッシュ型車両の導入

や，素早く確実に固定できる新型車いす

固定ベルトの導入など，必要な車内環境

の改善に努めてきました。 

今後も，メーカー等とも協議しながら，

より多くのお客様に御満足いただけるよ

うな市バス車両の導入に努めてまいりま

す。 

市バスは全線が均一運賃区間ではなく，

乗車区間によって頂く運賃が変わる系統

があることから，お客様のわかりやすさ

の観点も踏まえ全車一律で「両替方式」

による運賃箱を採用しています。 

引き続き，お客様にスムースに御利用い

ただけるよう，取り組んでまいります。 

 

【輸送力の大きい新型車両の導入】 

・連節バスや２階建てバスを導入するべ

きだ。 

・バスを大型化し，着席機会を増やして

欲しい。 

・もっと大型のバスを導入するべきだ。 

 

 

連節バス等輸送力の大きい車両について

は，１台で多くのお客様をお運びできる

というメリットがあると考えています

が，道路事情等により走行可能な場所が

限定的であることや，車両や整備場改修

に要する費用面などの様々な課題があ

り，しっかりと検証していく必要がある

ものと考えています。 
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主な御意見の要旨 交通局の考え方 

【市民利用とそれ以外の棲み分け】 

・観光客用と市民用のバスを区別するべ

きだ。 

・観光地を巡る観光客用のバスを作るべ

きだ。 

・観光客を分かり易いシンプルな観光系

統へ誘導し，生活路線との区別化を図

るべきだ。 

・高齢者専用のバスをつくるべきだ。 

 

 

乗合バスは，どなたにも御乗車いただけ

るものであり，観光客専用，市民専用に

バスを区分して運行することはできませ

んが，観光のお客様に「洛バス」をはじ

めとする市バスの観光系統や地下鉄への

利用誘導を図るなど，様々な観点から，

市バスの混雑対策を講じてまいります。 

【各種機器類の設置等】 

・スムーズに運賃精算を済ませるため，

バス停に両替機を設置するべきだ。 

・降車間際に乗車券を購入しなくても済

むよう，バス車内に券売機を設置する

べきだ。 

・両替や乗車券の発売ができる機器を各

停留所かバス車内の後方に設置するべ

きだ。 

 

バス停への両替機の設置は，防犯面や管

理面から直ちに実施することは困難であ

り，また，車内への券売機等の設置につ

いても，一部路線で車内混雑が顕著にな

っている中，さらにスペースを要するな

ど多くの課題があると認識しています。

今後も，両替の不要なＩＣカードの利用

促進や乗車券の販売場所のＰＲに努めて

まいります。 

【混雑情報の発信】 

・市バスの混雑情報を発信できるような

システムを開発するべきだ。 

 

 

 

市バスの混雑対策は喫緊の課題であると

認識していますが，今後の車両・設備更

新に多額の費用が必要となる中で，各車

両の混雑情報を発信できるシステムの構

築は現段階では困難であると考えていま

す。他事業者の事例など，情報収集に努

め，研究してまいります。 
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   その他 

① 敬老・福祉乗車証制度に関すること １２件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・敬老・福祉乗車証をＩＣ化して正確な

利用実態を把握し，これに応じて利用

者から負担を求めるとともに，適正額

を交通局に繰り入れるべきだ。 

・敬老乗車証の利用者負担額は引き上げ

てもよいのではないか。 

・敬老乗車証の個人負担額を引き上げる

べきではない。 

・民間バスにも敬老乗車証を適用するべ

きだ。 

敬老・福祉乗車証制度は，本市の高齢者・

福祉施策として実施されているものであ

り，制度については保健福祉局の所管と

なりますが，御利用になられる方は市バ

ス・地下鉄の大切なお客様であり，引き

続き，多くの方が元気に市バス・地下鉄

を御利用いただけることが大切と考えて

おります。 

 

② その他 ７件  

主な御意見の要旨 交通局の考え方 

・他の鉄道会社に対する，運行形態や駅

施設の改良について（特急列車の停車

駅追加，ホームの拡張，車両編成の変

更等） 

列車の運行形態や駅施設については，各

事業者の経営判断に基づき運営されてい

るところですが，本市全体の交通政策や

観光政策等の様々な観点から交通局とし

ても連携して取り組んでまいります。 

 


